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議

長

ふ
じ
た

ゆ
き
ひ
さ

藤
田

幸
久

副
議
長

や

お

よ
し
ゆ
き

八
尾

善
之

二元代表制の一翼を担う責務を果たすとともに、
市民にとって身近な市議会を目指します

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心
も
新
た

に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
日
頃
は
、
市
議
会
活
動
に
対
し
て
御

支
援
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野

で
は
、
侍
ジ
ャ
パ
ン
が
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）
で
１４
年
ぶ
り
の
世

界
一
に
輝
き
、
将
棋
界
で
は
、
藤
井
聡
太
竜
王
・

名
人
が
史
上
初
の
八
冠
を
達
成
す
る
な
ど
、
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
に
日
本
中
が
沸
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
長
き
に
わ
た
り
猛
威
を
振
る
っ
て
き

た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
分
類
が

５
類
へ
と
移
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
９
月
か
ら
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
異
例
の
大
流
行
を
見
せ
る
な
ど
、

感
染
症
対
策
が
必
要
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
市
と
の
連
携
、
協
力
の
下
、
市
民
の
皆

様
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
、様
々

な
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
令
和
４
年
度
決
算
に
お
け
る
本
市
の
財

政
状
況
は
、
一
般
会
計
で
は
黒
字
と
な
り
ま
し
た

が
、
今
後
、
納
税
義
務
者
の
減
少
等
で
市
税
収
入

の
大
幅
な
増
加
は
見
込
め
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
原

油
価
格
・
物
価
高
騰
等
に
よ
る
こ
れ
ま
で
か
ら
継

続
的
に
実
施
し
て
い
る
事
業
の
固
定
経
費
や
社
会

保
障
関
連
経
費
の
増
加
の
ほ
か
、
市
駅
周
辺
再
整

備
や
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
新
た
な
行
政
需

要
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
る
中
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
収
支
の
均
衡
を
基
本
と
し
た
計
画
的
な
財
政
運

営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
議
会
と
し
て
も
、

地
方
自
治
に
お
け
る
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う

存
在
と
し
て
、そ
の
役
割
と
責
務
を
果
た
す
た
め
、

行
政
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
十
分
に
発
揮
し

て
ま
い
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
皆
様
に
と
っ
て
必
要
な
施
策
、
事

業
を
実
現
す
る
た
め
、
市
議
会
議
員
一
同
、
全
力

を
尽
く
す
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
、
市
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
御
意

見
等
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
よ
り
読
み
や
す
く
、

分
か
り
や
す
い
『
枚
方
市
議
会
報
』
の
発
行
に
努

め
、
市
議
会
の
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
く
と
と
も

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
積
極
的
に
情
報

発
信
を
行
い
、
よ
り
一
層
、
市
民
に
身
近
で
信
頼

さ
れ
る
市
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
き
一
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
ま
し
て
、
新
年
の

御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
５
年
９
月
定
例
月
議

会
は
、
９
月
２９
日
か
ら
１１
月

６
日
ま
で
の
期
間
で
開
か
れ

ま
し
た
（
１０
月
１９
日
ま
で
の

内
容
は
前
号
に
掲
載
し
て
い

ま
す
）
。

１１
月
６
日
の
本
会
議
で
は
、

令
和
４
年
度
一
般
会
計
ほ
か

６
特
別・３
企
業
会
計
決
算
等

を
大
地
正
広
決
算
特
別
委
員

長
の
報
告
の
と
お
り
認
定
・

可
決
し
ま
し
た
（
決
算
特
別

委
員
会
で
の
審
査
内
容
は
、

２
・
３
面
に
掲
載
し
て
い
ま

す
）
。

次
に
、
穂
谷
川
清
掃
工
場

第
３
プ
ラ
ン
ト
定
期
補
修
工

事
（
後
期
）
請
負
変
更
契
約

締
結
議
案
を
可
決
し
、
全
日

程
を
終
え
ま
し
た
。

令
和
５
年
１２
月
定
例
月
議

会
は
、
１２
月
８
日
に
開
か
れ

ま
し
た
（
開
催
期
間
は
１２
月

２２
日
ま
で
の
１５
日
間
）
。

初
日
の
本
会
議
で
は
、「
市

税
条
例
の
一
部
改
正
」
議
案

や
指
定
管
理
者
の
指
定
議
案
、

令
和
５
年
度
一
般
会
計
と
５

特
別
・
３
企
業
会
計
の
補
正

予
算
等
を
可
決
し
ま
し
た
。

※
今
号
は
１２
月
８
日
現
在
の

内
容
で
編
集
し
て
い
ま
す
。

１２
月
定
例
月
議
会
の
詳
し
い

内
容
は
、
次
号
（
２
月
１
日

号
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大
阪
府
市
議
会
議
長
会
主

催
の
議
員
研
修
会
が
、
１１
月

１５
日
、Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ

に
て
、
４
年
ぶ
り
に
対
面
形

式
で
開
催
さ
れ
、
本
市
か
ら

も
多
く
の
議
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

講
師
は
、
東
北
大
学
加
齢

か
わ
し
ま
り
ゅ
う

た

医
学
研
究
所
の
川
島
隆
太
氏

で
、
「
脳
を
知
り
、
脳
を
育

み
、
脳
を
鍛
え
る
」
と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
会
は
、
次
の
３
つ
の
常

任
委
員
会
で
、
そ
の
所
管
す

る
事
務
に
つ
い
て
自
主
的
に

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

■
教
育
子
育
て
常
任
委
員
会

１１
月
２
日
に
委
員
会
の
発

議
に
よ
り
「
通
級
指
導
教
室

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
協

議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
同
教
室
の
取
組
動
画

を
視
聴
し
、
今
後
の
展
開
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
委

員
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

■
総
務
常
任
委
員
会

１１
月
１６
日
に
委
員
会
の
発

議
に
よ
り
「
本
市
ス
ポ
ー
ツ

施
策
の
現
状
等
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
協
議
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
同
志

社
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学

部
教
授
で
、
本
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
審
議
会
会
長
で
も
あ
る

に
の
み
や
ひ
ろ
あ
き

二
宮
浩
彰
氏
に
よ
る
説
明
等

を
受
け
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に

係
る
施
策
な
ど
に
つ
い
て
、

委
員
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

■
市
民
福
祉
常
任
委
員
会

１１
月
２８
日
に
委
員
会
の
発

議
に
よ
り
「
認
知
症
の
取
組

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
協

議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
本
市
の
高
齢
化
率
や

高
齢
化
の
推
移
予
測
、
現
在

の
取
組
状
況
等
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
委
員
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

（８）枚方市障害者計画（第４次改訂版）、及び枚方市障害福祉計画
（第７期）、枚方市障害児福祉計画（第３期）の素案について

（９）第２期「枚方市いのち支える行動計画」（自殺対策計画）の素案
について

（１０）市立ひらかた病院における新型コロナウイルス感染症への対応
報告について

（１１）糖尿病センターの開設について

建設環境委員協議会 １１月２９日
（１）市街化調整区域における都市計画税の課税について
（２）都市づくり情報に関するＤＸ推進の取り組みについて
（３）枚方市総合交通計画の改定に向けた取り組みについて
（４）都市計画道路長尾杉線（杉工区）の整備工事について
（５）都市計画道路御殿山小倉線の整備工事について
（６）枚方市街路樹維持管理方針の策定について

（３）（仮称）学校事故等調査委員会の設置等について
（４）今後の中学校部活動の在り方について

市民福祉委員協議会 １１月２８日
（１）戸籍法の一部改正に伴う対応等について
（２）市街化調整区域における都市計画税の課税について
（３）枚方市地域福祉計画（第５期）の策定について
（４）枚方市感染症予防計画の素案について
（５）ひらかた高齢者保健福祉計画２１（第９期）等の素案について
（６）枚方市国民健康保険被保険者を対象とした「第４期特定健康

診査等実施計画」及び「第３期データヘルス計画」の素案に
ついて

（７）生活保護受給者等に対する就労支援等における成果連動型民
間委託契約方式（ＰＦＳ）による事業者の選定について

（５）組織活性化に向けた取り組みについて
（６）令和６年度の入札・契約制度について
（７）契約締結後における監督の水準向上及び工事関係図書の電子

化の取り組みについて
（８）新たな観光情報発信拠点の整備について
（９）産業振興施策について
（１０）枚方市文化芸術振興計画の改訂版（素案）について
（１１）枚方市スポーツ推進計画の改訂版（素案）について
（１２）枚方市立総合スポーツセンター・枚方市立市民体育館・枚方

市立伊加賀スポーツセンターの指定候補者の選定について

教育子育て委員協議会 １１月２７日
（１）重大事故検証委員会の設置について
（２）中学校全員給食における可能性調査結果及び施設整備方針に

ついて

議会は、休会中も、常任委員会の所管区分ごとに構成されている
委員協議会を開催して市側の説明を受け、市政に関する自主的な調
査、研究を行っています。委員協議会は、定例月議会の前に開催さ
れるのが通例ですが、緊急に開催されることもあります。

総務委員協議会 １１月２４日
（１）人権尊重のまちづくりに向けた取り組みの進捗状況について
（２）まち・ひと・しごと創生総合戦略について
（３）次期行財政改革プラン（案）について
（４）第２次情報化基本計画（第３期）の策定について
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（単位：千円）

各
会
計
別
決
算
額

※１ 実質収支は、歳入から歳出と翌年度繰越財源を引いたものです。
※２ 単年度収支は、実質収支から前年度実質収支を引いたものです。
※３ 純利益は、収益的収入から収益的支出を引いたものです。

質
問

抗
が
ん
剤
等
に
よ
る

脱
毛
や
乳
房
手
術
等
に
よ
る

外
見
の
変
化
が
あ
っ
た
患
者

へ
の
ウ
イ
ッ
グ
等
の
購
入
費

助
成
を
要
望
し
て
き
た
。
市

は
、
４
年
度
か
ら
が
ん
患
者

補
整
具
購
入
費
助
成
事
業
を

開
始
し
た
が
、
実
績
と
内
訳

を
聞
く
。

答
弁

購
入
費
の
一
部
助
成

を
１
６
７
人
、
１
７
４
件
実

施
し
、
内
訳
は
、
ウ
イ
ッ
グ

等
が
１
４
９
件
、
乳
房
補
正

下
着
が
２５
件
で
あ
る
。

要
望
等

が
ん
以
外
の
治
療

等
で
脱
毛
や
外
見
の
変
化
が

あ
る
人
、
先
天
的
な
外
表
性

疾
患
の
あ
る
人
等
も
助
成
対

象
と
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

不
登
校
支
援
協
力
員

小
学
校
に
も
十
分
に
配
置
を

質
問

不
登
校
支
援
協
力
員

配
置
事
業
経
費
で
、
中
学
校

全
１９
校
と
小
学
校
７
校
に
同

協
力
員
を
配
置
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
効
果
に
つ
な
が

っ
て
い
る
の
か
を
聞
く
。

答
弁

同
協
力
員
は
、
別
室

で
の
学
習
支
援
や
相
談
、
家

庭
訪
問
な
ど
を
行
う
。
登
校

日
数
が
増
え
た
な
ど
の
声
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
登
校
し
な

い
、
登
校
で
き
な
い
子
ど
も

た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

要
望
等

小
学
校
へ
の
同
協

力
員
の
配
置
は
７
校
と
少
な

い
。
不
登
校
者
数
が
過
去
最

多
と
な
る
中
、
同
協
力
員
を

必
要
と
す
る
学
校
を
把
握
し
、

配
置
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

医療的ケア児
通 所 支 援
看
護
師
配
置
費
用
助
成

今
後
も
事
業
継
続
を

質
問

医
療
的
ケ
ア
児
等
通

所
支
援
事
業
の
趣
旨
、
実
績

及
び
成
果
を
聞
く
。

答
弁

医
療
的
ケ
ア
児
等
の

通
所
先
確
保
の
た
め
、児
童
発

達
支
援
事
業
所
や
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
に

対
し
看
護
師
配
置
に
伴
う
費

用
を
助
成
し
、
受
入
れ
体
制

の
拡
充
を
促
進
す
る
も
の
で
、

３
事
業
所
に
助
成
し
、
３０
名

の
受
入
れ
に
つ
な
が
っ
た
。

要
望
等

３
年
度
か
ら
の
３

年
間
で
効
果
測
定
し
事
業
継

続
の
可
否
を
判
断
す
る
と
い

う
。
成
果
や
効
果
が
出
て
お

り
、
ま
た
、
医
療
的
ケ
ア
児

等
が
在
宅
生
活
す
る
際
の
介

護
者
の
レ
ス
パ
イ
ト
支
援（
＊

１
）
と
し
て
も
、
事
業
の
継

続
を
強
く
要
望
す
る
。

質
問

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の

環
境
整
備
に
関
連
し
、
５
年

２
月
に
開
催
し
た
ス
ポ
ー
ツ

チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ス
タ
の
内

容
と
今
後
の
展
開
を
聞
く
。

答
弁

パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
に

よ
る
講
演
会
や
車
椅
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
等
の
体
験
会
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
の
実
施
環
境
の
構
築

支
援
事
業
を
日
本
パ
ラ
ス
ポ

ー
ツ
協
会
か
ら
受
託
し
て
競

技
用
車
椅
子
を
購
入
し
て
お

り
、
今
後
も
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
の
促
進
に
向
け
同
車
椅
子

を
活
用
す
る
。

要
望
等

５
年
度
も
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
や
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ（
＊

５
）
の
体
験
会
を
行
う
と
い

う
。ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
発
信
、

日
常
に
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
る
環

境
づ
く
り
を
要
望
す
る
。

個
々
の
状
況
に
応
じ
た

不
登
校
支
援
を

質
問

不
登
校
の
児
童
、
生

徒
の
個
々
の
状
況
に
寄
り
添

っ
た
支
援
を
行
う
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。
こ
う
し
た
支

援
等
を
周
知
す
る
た
め
に
行

っ
た
具
体
的
な
取
組
を
聞
く
。

答
弁

学
校
以
外
の
学
び
の

場
の
周
知
を
目
的
と
し
て
、

不
登
校
支
援
ガ
イ
ド
や
、
不

登
校
児
童
・
生
徒
を
支
援
す

る
民
間
施
設
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
た
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、

学
校
へ
の
周
知
を
通
じ
、
適

応
指
導
教
室
ル
ポ
や
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
な
ど
、
複
数
の
相

談
窓
口
を
紹
介
し
て
い
る
。

要
望
等

子
ど
も
た
ち
の
選

択
肢
を
増
や
す
取
組
の
継
続

を
要
望
す
る
。

御
殿
山
小
倉
線
整
備

家
屋
調
査
委
託
料
の
内
容
は

質
問

御
殿
山
小
倉
線
整
備

事
業
と
し
て
家
屋
調
査
委
託

料
が
支
出
さ
れ
た
が
、
同
調

査
の
内
容
を
聞
く
。

答
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同
線
の
整
備
に
当
た

り
、
隣
接
す
る
建
物
等
を
対

象
に
、
工
事
の
施
工
で
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
な
い
か
を
確

認
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、

事
前
に
現
状
確
認
と
し
て
２４

軒
の
家
屋
調
査
を
行
っ
た
。

要
望
等

５
年
度
中
に
開
通

記
念
式
典
を
開
催
予
定
と
い

う
。地
域
の
理
解
と
協
力
が
あ

っ
て
こ
そ
開
通
の
め
ど
が
つ

い
た
。感
謝
の
気
持
ち
を
表
す

式
典
と
し
て
、心
の
込
も
っ
た

も
の
に
な
る
よ
う
要
望
す
る
。

がん患者補整具購入費助成事業のチラシ車椅子ソフトボールの体験を行う様子

質
問

留
守
家
庭
児
童
会
室

に
お
け
る
放
課
後
児
童
支
援

員
の
４
年
度
配
置
は
、
市
の

最
低
基
準
を
満
た
す
も
の
の
、

目
指
す
基
準
か
ら
は
最
大
６２

人
の
不
足
が
生
じ
た
と
い
う
。

人
手
不
足
の
中
、
５
年
度
か

ら
の
総
合
型
放
課
後
事
業（
＊

２
）の
民
間
運
営
委
託
導
入
に

向
け
、
十
分
な
引
継
ぎ
体
制

を
取
る
こ
と
は
で
き
た
の
か
。

答
弁

児
童
と
の
関
係
づ
く

り
に
主
眼
を
置
き
、
児
童
の

把
握
に
努
め
な
が
ら
引
継
ぎ

保
育
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

管
理
監
督
を
担
う
、
直
営
の

主
任
放
課
後
児
童
支
援
員
が

同
室
の
巡
回
等
を
行
っ
た
。

要
望
等

人
員
確
保
に
努
め
、

現
場
か
ら
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
働
き
や
す
い
職
場
へ
と

改
善
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
放
課
後
の

居
場
所
提
供
を
要
望
す
る
。

市駅周辺
再 整 備
大
型
開
発
よ
り
も

市
民
を
支
え
る
施
策
を

質
問

市
駅
周
辺
再
整
備
に

お
け
る
④
街
区（
＊
３
）の
民

間
活
力
導
入
エ
リ
ア
に
対
す

る
民
間
事
業
者
か
ら
の
提
案

を
受
け
る
た
め
、
サ
ウ
ン
デ

ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
を
行
っ

て
い
る
が
、
調
査
結
果
は
ど

の
よ
う
に
活
用
し
た
の
か
。

答
弁

同
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
５
年
６
月
に
市
駅
周
辺

再
整
備
基
本
計
画
を
改
訂
し
、

④
・
⑤
街
区
の
市
有
地
を
有

効
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

考
え
方
を
ま
と
め
た
。

要
望
等

同
調
査
を
経
て
も
、

結
局
、
④
・
⑤
街
区
の
具
体

の
内
容
で
は
な
く
イ
メ
ー
ジ

を
示
し
た
だ
け
で
あ
る
。
大

型
開
発
よ
り
市
民
を
支
え
る

施
策
を
進
め
る
べ
き
で
あ
り
、

計
画
の
見
直
し
を
要
望
す
る
。

ネーミング
ラ イ ツ
市
施
設
へ
の
愛
着
が

薄
れ
て
は
な
ら
な
い

質
問

４
年
度
に
得
た
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ（
＊
４
）料
は

ど
の
よ
う
に
活
用
し
た
の
か
。

答
弁

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

を
取
得
し
た
企
業
等
か
ら
得

た
貴
重
な
財
源
は
、
施
設
の

維
持
管
理
や
魅
力
向
上
の
た

め
に
役
立
て
て
い
る
。

要
望
等

収
入
を
増
や
す
た

め
の
取
組
は
必
要
だ
が
、
市

民
の
財
産
で
あ
る
公
共
施
設

の
名
称
を
企
業
名
な
ど
に
す

る
こ
と
で
、
市
民
の
施
設
に

対
す
る
愛
着
を
薄
れ
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
と
意
見
す
る
。

質
問

保
育
士
不
足
解
消
や

離
職
防
止
の
た
め
、正
規
の
常

勤
保
育
士
等
が
１
年
間
勤
務

し
た
際
に
月
額
１
万
円
、
年

間
最
大
１２
万
円
を
市
独
自
に

支
給
し
て
い
る
が
、
４
年
度

は
何
名
分
を
支
給
し
た
の
か
。

答
弁

４
年
度
の
支
給
対
象

は
９
０
２
名
で
、
３
年
度
か

ら
４
名
減
少
し
て
お
り
、
非

正
規
職
員
の
割
合
が
高
く
な

っ
て
い
る
こ
と
も
減
少
し
た

要
因
の
一
つ
と
捉
え
て
い
る
。

要
望
等

安
全
な
保
育
環
境

を
提
供
す
る
上
で
保
育
士
の

確
保
は
最
優
先
課
題
で
あ
る
。

近
年
の
物
価
高
騰
等
の
影
響

を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
採

用
競
合
と
な
る
他
市
等
と
比

較
し
、
時
流
に
見
合
う
制
度

か
、
常
に
リ
サ
ー
チ
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

研
修
後
の
効
果
継
続
と

職
場
で
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を

質
問

職
場
外
で
行
う
デ
ー

タ
ア
カ
デ
ミ
ー
研
修
の
実
施

目
的
・
効
果
を
聞
く
。

答
弁

各
部
署
の
業
務
課
題

を
題
材
に
、
所
有
す
る
デ
ー

タ
を
利
活
用
し
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
に
よ
る
業
務
効
率
化
や

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め

実
施
し
て
い
る
。
４
年
度
は

３
部
署
で
各
種
申
請
業
務
等

の
効
率
化
に
つ
い
て
研
修
を

実
施
し
、
提
案
さ
れ
た
改
善

案
が
１
部
署
で
実
現
化
し
た
。

過
去
３
年
間
の
提
案
に
対
す

る
実
現
化
率
は
４０
％
で
、
そ

の
他
も
取
組
を
進
め
て
い
る
。

要
望
等

研
修
は
、
研
修
で

得
た
効
果
の
継
続
と
職
場
で

の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
重
要
で

あ
る
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ア

ン
ケ
ー
ト
等
で
効
果
を
測
り
、

次
の
研
修
に
つ
な
げ
る
視
点

を
持
つ
よ
う
要
望
す
る
。

保
護
者
の
負
担
軽
減
と

学
校
給
食
の
早
期
無
償
化
を

質
問

学
校
給
食
費
支
援
事

業
費
を
計
上
し
て
い
る
が
、

事
業
の
実
施
目
的
を
聞
く
。

答
弁

コ
ロ
ナ
禍
等
に
伴
う

物
価
高
騰
時
に
お
い
て
も
、

市
が
補
助
す
る
こ
と
で
保
護

者
負
担
と
な
る
給
食
費
を
引

き
上
げ
る
こ
と
な
く
、
学
校

給
食
摂
取
基
準
に
基
づ
い
た

給
食
の
提
供
を
継
続
す
る
目

的
で
実
施
し
た
。

要
望
等

保
護
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
と
と
も
に
、
給
食

無
償
化
の
算
段
を
つ
け
、
早

期
に
示
す
よ
う
要
望
す
る
。

留守家庭児童会室絵本の読み聞かせをする保育士

質
問

道
路
は
、
市
民
の
日

常
生
活
を
支
え
る
大
変
重
要

な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。
事
故

の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

舗
装
等
の
損
傷
が
進
行
す
る

前
に
補
修
を
行
う
予
防
保
全

の
取
組
が
重
要
だ
と
考
え
る

が
、
４
年
度
実
績
を
聞
く
。

答
弁

予
防
保
全
の
た
め
、

主
要
道
路
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
整

備
事
業
と
し
て
約
２
億
５
４

３
８
万
円
で
３
路
線
を
、
舗

装
長
寿
命
化
計
画
事
業
と
し

て
約
６
５
２
７
万
円
で
４
路

線
を
施
工
し
た
。

要
望
等

市
民
の
安
全
、
安

心
の
確
保
、
ま
た
、
長
期
的

に
は
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
縮

減
に
も
つ
な
が
る
予
防
保
全

経
費
の
拡
充
を
要
望
す
る
。

結婚等新生活
支 援 事 業
定
住
促
進
に
向
け

年
齢
要
件
の
拡
充
を

質
問

結
婚
等
新
生
活
支
援

事
業
は
、
若
者
世
帯
の
定
住

促
進
等
が
目
的
で
あ
り
、
本

市
へ
の
定
住
の
直
接
の
き
っ

か
け
と
な
る
事
業
の
一
つ
だ

が
、
府
内
自
治
体
で
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁

結
婚
等
に
対
す
る
支

援
目
的
で
補
助
金
を
交
付
す

る
自
治
体
は
、
北
河
内
・
北

摂
地
域
に
は
な
く
、
本
市
以

外
で
６
市
町
の
み
で
あ
る
。

要
望
等

実
施
自
治
体
が
少

な
く
近
隣
に
も
な
い
こ
と
は

結
婚
等
を
機
に
本
市
へ
人
を

呼
び
込
む
き
っ
か
け
と
な
り

得
る
も
の
で
あ
り
、
多
く
の

新
婚
等
世
帯
に
住
ん
で
も
ら

え
る
施
策
と
な
る
よ
う
、
年

齢
要
件
の
拡
充
を
要
望
す
る
。

子ども大学
探検隊事業
夢
を
育
む
絶
好
の
機
会

定
員
と
年
齢
の
拡
大
を

質
問

市
内
大
学
の
専
門
分

野
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
実
施

す
る
小
学
生
高
学
年
向
け
の

子
ど
も
大
学
探
検
隊
事
業
の

４
年
度
参
加
数
を
聞
く
。
ま

た
、
定
員
や
対
象
年
齢
を
拡

大
す
べ
き
だ
が
考
え
を
聞
く
。

答
弁

同
事
業
へ
の
参
加
数

は
延
べ
８１
人
だ
が
、
各
大
学

の
協
力
の
下
に
成
立
す
る
事

業
で
あ
る
た
め
、
意
向
等
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
よ
り
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
で
き

る
よ
う
、
定
員
の
拡
大
な
ど

に
向
け
協
議
し
て
い
く
。

要
望
等

同
事
業
は
、
子
ど

も
た
ち
が
将
来
へ
の
夢
を
育

む
絶
好
の
機
会
と
な
る
大
切

な
取
組
で
あ
る
。
周
知
も
含

め
事
業
の
推
進
を
要
望
す
る
。

質
問

楠
葉
排
水
区
下
水
道

浸
水
被
害
軽
減
総
合
事
業
の

工
事
内
容
及
び
進
捗
状
況
を

聞
く
。

答
弁

第
６９
工
区
楠
葉
雨
水

貯
留
管
整
備
工
事
は
、
地
下

に
貯
留
量
約
２
万
㌧
の
雨
水

貯
留
管
を
設
置
す
る
も
の
で

４
年
度
に
完
成
し
た
。ま
た
、

第
７０
工
区
楠
葉
雨
水
流
入
管

整
備
工
事
は
、
道
路
上
に
あ

ふ
れ
た
雨
水
を
貯
留
管
に
流

入
さ
せ
る
施
設
を
設
置
す
る

も
の
で
、
完
成
し
た
施
設
か

ら
供
用
を
開
始
し
、
浸
水
被

害
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

要
望
等

北
部
地
域
の
被
害

軽
減
の
た
め
、
貯
留
施
設
と

と
も
に
、
き
め
細
か
な
雨
水

管
整
備
の
実
施
も
要
望
す
る
。

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金

補
助
対
象
者
の
拡
充
を

質
問

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ

ー
基
本
料
金
補
助
事
業
の
対

象
者
、
利
用
者
数
及
び
延
べ

利
用
回
数
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁

同
事
業
の
対
象
者
は

６５
歳
以
上
の
高
齢
者
で
要
介

護
１
か
ら
５
と
認
定
さ
れ
、

か
つ
日
常
生
活
自
立
度
が
Ｂ
、

Ｃ
に
該
当
し
て
お
り
、
世
帯

の
生
計
中
心
者
の
市
民
税
所

得
割
額
が
１２
万
円
以
下
の
世

帯
に
属
す
る
者
で
あ
る
。
ま

た
、
４
年
度
利
用
者
数
は
１

０
３
人
で
、
延
べ
利
用
回
数

は
１
１
４
７
回
で
あ
る
。

要
望
等

同
自
立
度
が
Ａ
の

高
齢
者
も
一
定
の
見
守
り
等

支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
同
事
業
を
拡
充
し
、
対

象
と
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

地
域
と
共
に
進
め
る
視
点
で

学
校
規
模
適
正
化
の
推
進
を

質
問

学
校
規
模
等
適
正
化

事
業
と
し
て
統
合
さ
れ
た
禁

野
小
学
校
が
開
校
し
、児
童
、

保
護
者
、
教
職
員
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
た
と
い
う
が
、

そ
の
結
果
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

率
は
９
割
以
上
と
多
く
の
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
そ
の

内
容
か
ら
学
校
統
合
に
よ
り

教
育
環
境
が
向
上
し
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
結
果
で

あ
っ
た
。

要
望
等

同
事
業
に
つ
い
て

は
、子
ど
も
た
ち
の
学
習
面
、

成
長
面
で
の
課
題
解
消
、
さ

ら
に
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
も

重
要
で
あ
る
た
め
、
地
域
と

共
に
進
め
る
と
い
う
視
点
を

忘
れ
な
い
よ
う
要
望
す
る
。

長寿命化計画により舗装された道路
（写真は渚中宮線）

楠葉雨水流入管整備工事の様子
（写真は楠葉中央交差点の地下）

＊
１

レ
ス
パ
イ
ト
支
援
…
乳
幼
児
や
障
害
者
、
高
齢

者
な
ど
の
要
介
護
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
の

精
神
的
・
身
体
的
疲
労
を
軽
減
す
る
た
め
、
一
時
的
に

介
護
の
代
替
を
行
う
支
援
の
こ
と
。

＊
２

総
合
型
放
課
後
事
業
…
留
守
家
庭
児
童
会
室
、

枚
方
子
ど
も
い
き
い
き
広
場
、
放
課
後
オ
ー
プ
ン
ス
ク

エ
ア
の
３
事
業
を
総
合
的
に
運
営
す
る
事
業
の
こ
と
。

＊
３

街
区
…
市
駅
周
辺
再
整
備
で
は
、
枚
方
市
駅
周

辺
を
①
街
区
か
ら
⑤
街
区
ま
で
の
５
つ
の
エ
リ
ア
に
定

め
、
再
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

各
街
区
の
位
置
に
つ
い
て
は
左
図
の
と
お
り
。

＊
４

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
…
人
の
多
く
集
ま
る
ス
ポ

ー
ツ
施
設
や
文
化
施
設
等
に
企
業
名
や
商
品
名
を
つ
け

る
権
利
の
こ
と
。
施
設
所
有
者
は
命
名
権
を
企
業
等
に

付
与
す
る
こ
と
で
資
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
命
名
権

を
獲
得
し
た
企
業
は
広
く
企
業
名
等
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

＊
５

デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
…
聴
覚
障
害
の
あ
る
人
が
行
う

ス
ポ
ー
ツ
の
こ
と
。

＊
６

Ｄ
Ｘ（D

igitalTransform
ation

）…

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
浸
透
が
人
々
の
生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ

り
よ
い
方
向
に
変
化
さ
せ
る
」
と
い
う
概
念
で
、
新
た

な
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
に
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の

駆
使
に
よ
っ
て
既
存
の
枠
組
み
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
。

区 分 収益的収入 収益的支出
※３
純 利 益 前年度純利益

企
業
会
計

水 道 事 業 ６,５２３,４００ ５,４１０,６７５ １,１１２,７２５ １,５６０,９２７

病 院 事 業 １２,２８５,８７４ １１,０５６,３４０ １,２２９,５３４ １,５８６,５４９

下水道事業 １２,０４７,６６０ １０,４８３,３１２ １,５６４,３４８ １,７０２,１４６

区 分 歳 入 歳 出 翌 年 度
繰越財源

※１
実質収支

前 年 度
実質収支

※２
単年度収支

一 般 会 計 １６３,６９８,５８１１６０,４５８,８６３ ７８４,９４５ ２,４５４,７７３ ２,４３７,２７７ １７,４９６

特

別

会

計

国民健康保険 ４０,７９１,７５２ ４０,３７１,１３９ ０ ４２０,６１３ ４８６,５５１ ▲６５,９３８

自動車駐車場 ９１,７６８ １５５,７８７ ０ ▲６４,０１９ ▲１０９,４８３ ４５,４６４

財 産 区 ９９,６３１ ９９,６３１ ０ ０ ０ ０

介 護 保 険 ３５,５３７,７２５ ３４,５６１,５７２ ０ ９７６,１５３ ９５３,１８９ ２２,９６４

後期高齢者医療 ７,５３６,６９６ ７,４５７,１７３ ０ ７９,５２３ ７１,６２８ ７,８９５

母子父子寡婦
福祉資金貸付金 ５６,２８９ ２０,１１２ ０ ３６,１７７ ２０,２９９ １５,８７８

令和６年（２０２４年）１月１日 枚 方 市 議 会 報 第３４８号 ＜ ２ ＞



日
本
共
産
党
議
員
団

ま
つ

お
か

水
質
調
査
で
指
針
値
を
超
過

不
安
な
市
民
に
専
用
窓
口
を

水
質
調
査
で
指
針
値
を
超
過

不
安
な
市
民
に
専
用
窓
口
を

水
質
調
査
で
指
針
値
を
超
過

不
安
な
市
民
に
専
用
窓
口
を

松
岡
ち
ひ
ろ

み

さ

た

大
阪
維
新
の
会

 

枚
方
市
議
会
議
員
団

佐
田
あ
ゆ
美

相
談
件
数
が
増
え
る
中

人
員
体
制
の
確
保
を

相
談
件
数
が
増
え
る
中

人
員
体
制
の
確
保
を

相
談
件
数
が
増
え
る
中

人
員
体
制
の
確
保
を

家庭児童相談

き

お
お

つ

ま

さ

子
ど
も
の
正
し
い
理
解
へ

引
き
続
き
認
知
症
の
授
業
を

子
ど
も
の
正
し
い
理
解
へ

引
き
続
き
認
知
症
の
授
業
を

子
ど
も
の
正
し
い
理
解
へ

引
き
続
き
認
知
症
の
授
業
を

大
津
真
沙
樹

連
合
市
民
の
会

公
明
党
議
員
団

東　

実
名
子

み

ひ
が
し

な

こ

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
報
酬

見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
報
酬

見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
報
酬

見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か

質
問

市
内
河
川
や
地
下
水

等
の
水
質
調
査
に
お
け
る
人

の
健
康
の
保
護
に
関
す
る
要

監
視
項
目
に
お
い
て
、
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
の
一
種
で
あ

ピ
ー
フ
ォ
ス

ピ
ー
フ
ォ
ア

る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の

測
定
結
果
が
国
の
暫
定
指
針

値
を
超
過
し
た
と
い
う
が
、そ

の
原
因
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁

同
化
合
物
は
、
分
解

さ
れ
に
く
く
高
い
蓄
積
性
も

有
し
、
過
去
に
環
境
中
に
排

出
さ
れ
た
も
の
が
河
川
等
に

溶
け
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
も
環
境
調
査
を
実
施
し
、

状
況
把
握
に
努
め
て
い
く
。

要
望
等

不
安
な
市
民
に
対

す
る
き
め
細
か
な
情
報
提
供

と
専
用
相
談
窓
口
の
設
置
を

要
望
す
る
。

保
育
所
民
営
化
よ
り

保
育
の
量
、質
の
改
善
を

質
問

保
育
所
民
営
化
事
業

に
お
け
る
人
件
費
を
除
く
効

果
額
は
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、

財
政
効
果
を
度
外
視
し
た
事

業
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、渚
・

渚
西
保
育
所
民
営
化
で
は
、

当
初
応
募
法
人
が
な
く
、
計

画
を
見
直
す
こ
と
と
な
り
、

子
ど
も
た
ち
の
活
動
に
影
響

が
出
た
。
進
め
て
き
た
本
民

営
化
に
対
す
る
考
え
を
聞
く
。

答
弁

引
き
続
き
法
人
と
協

力
し
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た

保
育
の
提
供
を
行
い
、ま
た
、

民
営
化
効
果
額
を
様
々
な
子

育
て
施
策
に
活
用
す
る
。

要
望
等

民
営
化
で
は
な
く
、

保
育
の
量
の
拡
大
、質
の
向
上

に
向
け
、
保
育
士
配
置
基
準

を
改
善
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

地
域
経
済
の
発
展
に
向
け

社
会
保
障
制
度
の
拡
充
を

質
問

明
石
市
は
社
会
保
障

制
度
を
拡
充
さ
せ
、
人
口
増

加
を
果
た
し
た
。
同
制
度
の

充
実
は
、
人
口
増
加
や
地
域

経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
と

考
え
る
が
、４
年
度
に
お
け
る

本
市
社
会
保
障
事
業
に
係
る

施
設
整
備
等
、
地
域
経
済
活

性
化
に
資
す
る
取
組
を
聞
く
。

答
弁

社
会
保
障
分
野
で
は
、

市
が
補
助
金
を
交
付
し
３
か

所
の
障
害
者
福
祉
施
設
の
設

置
が
図
ら
れ
、
福
祉
施
策
の

充
実
と
新
た
な
雇
用
な
ど
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

要
望
等

社
会
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
、

地
域
経
済
の
発
展
に
向
け
、

同
制
度
を
拡
充
さ
せ
好
循
環

を
つ
く
る
よ
う
要
望
す
る
。

質
問

子
ど
も
が
安
心
し
て

公
園
で
遊
べ
る
よ
う
、
公
園

施
設
の
長
寿
命
化
に
向
け
た

計
画
的
な
更
新
が
必
要
だ
が
、

内
容
を
聞
く
。

答
弁

予
防
保
全
型
の
補
修

や
更
新
を
実
施
し
て
お
り
、

中
の
池
公
園
ほ
か
１２
公
園
の

遊
具
を
更
新
し
た
。

要
望
等

自
身
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
公
園

を
増
や
す
こ
と
に
９９
％
の
人

が
賛
成
だ
っ
た
。
公
園
施
設

の
計
画
的
な
補
修
や
更
新
と

と
も
に
、
市
の
魅
力
向
上
に

は
公
園
の
充
実
も
重
要
で
あ

り
、
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な

公
園
の
整
備
を
要
望
す
る
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
支
援

利
用
し
や
す
い
工
夫
を

質
問

ひ
と
り
親
家
庭
等
日

常
生
活
支
援
事
業
で
は
、
登

録
世
帯
数
、
支
援
員
の
派
遣

回
数
と
も
年
々
増
加
し
て
い

る
が
、
父
子
家
庭
へ
の
派
遣

回
数
減
少
の
理
由
を
聞
く
。

答
弁

同
事
業
登
録
後
、
実

際
の
利
用
に
際
し
て
は
仕
事

や
家
庭
の
状
況
、
子
ど
も
の

年
齢
等
の
影
響
を
受
け
る
た

め
と
考
え
る
。
引
き
続
き
周

知
に
努
め
、
必
要
な
と
き
に

利
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

要
望
等

ひ
と
り
親
に
と
っ

て
、
家
事
と
子
ど
も
の
見
守

り
に
係
る
支
援
は
負
担
軽
減

に
な
る
。
利
用
者
の
心
理
的

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
た
め
の

打
ち
出
し
方
を
工
夫
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

不
登
校
児
童
等
支
援
の
た
め

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
の
検
討
を

質
問

４
年
度
の
本
市
不
登

校
児
童・生
徒
数
が
約
１
０
０

０
人
の
一
方
、適
応
指
導
教
室

ル
ポ
の
利
用
は
１
２
２
人
で
、

十
分
な
設
置
数
で
は
な
い
と

考
え
る
が
、
対
応
を
聞
く
。

答
弁

生
徒
の
避
難
場
所
、

学
校
に
戻
る
際
の
通
過
点
と

し
て
ル
ポ
は
重
要
で
あ
る
。

教
室
や
人
材
の
不
足
な
ど
の

課
題
は
あ
る
が
、
国
の
動
向

を
注
視
し
、
予
算
と
人
材
の

確
保
に
努
め
る
。

要
望
等

同
児
童
・
生
徒
の

約
５３
％
が
学
校
内
外
で
専
門

的
な
相
談
や
指
導
を
受
け
て

い
な
い
。ル
ポ
の
環
境
整
備
、

民
間
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
カ
フ
ェ

や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
の
連

携
等
、
あ
ら
ゆ
る
支
援
の
可

能
性
の
検
討
を
要
望
す
る
。

枚
方
議
会
３
面

０
１
０
１
０
３

井
❶
井
❷
井
❸
井
❹
井

ピ ー フ ォ ス ピ ー フ ォ ア
ＰＦＯＳ、ＰＦＯＡの測定計器の一例新しく更新した「中の池公園」のすべり台

質
問

就
学
年
齢
で
発
達
障

害
の
あ
る
子
ど
も
の
相
談
先

が
な
い
と
悩
む
市
民
の
声
を

聞
く
が
、
家
庭
児
童
相
談
業

務
で
は
ど
の
よ
う
な
支
援
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁

１８
歳
未
満
の
子
ど
も

や
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

臨
床
心
理
士
に
よ
る
面
談
で

子
ど
も
の
抱
え
る
課
題
を
把

握
す
る
。
必
要
な
場
合
は
発

達
検
査
や
プ
レ
イ
セ
ラ
ピ
ー

等
を
通
じ
て
子
ど
も
の
状
況

を
確
認
し
、
助
言
や
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
等
の
支
援
を
行
う
。

要
望
等

相
談
件
数
が
年
々

増
加
す
る
中
、
支
援
の
必
要

な
人
が
必
要
な
と
き
に
相
談

で
き
る
よ
う
、
人
員
確
保
等

の
体
制
づ
く
り
を
要
望
す
る
。

第
２
期
自
殺
対
策
計
画

現
状
の
反
映
方
法
は

質
問

第
２
期
自
殺
対
策
計

画
の
策
定
に
向
け
市
民
意
識

調
査
等
を
実
施
し
た
た
め
、

４
年
度
は
関
連
経
費
が
増
加

し
た
と
い
う
。
近
年
、
自
殺

者
数
は
増
加
傾
向
に
見
え
る

が
、
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま

え
た
対
策
は
、
同
計
画
に
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

答
弁

全
国
的
に
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る

た
め
、
市
民
意
識
調
査
に
も

そ
の
影
響
を
聞
く
設
問
を
追

加
し
た
。
調
査
結
果
等
の
デ

ー
タ
を
活
用
し
、
同
計
画
に

反
映
し
て
い
く
。
ま
た
、
当

事
者
団
体
と
し
て
、
自
死
遺

族
の
会
の
意
見
も
聴
取
し
た
。

地
域
公
共
交
通
の
維
持
へ

市
は
ど
う
関
わ
る
の
か

質
問

地
域
公
共
交
通
の
運

行
継
続
の
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍

で
行
っ
た
支
援
の
内
容
を
聞

く
。
ま
た
、
利
用
者
の
減
少

や
運
転
手
不
足
等
、
公
共
交

通
を
取
り
巻
く
環
境
が
今
後

も
厳
し
く
な
る
想
定
の
中
、

公
共
交
通
の
維
持
に
向
け
市

は
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

答
弁

燃
料
価
格
の
高
騰
等

で
経
営
に
大
き
な
影
響
を
受

け
た
、
市
内
に
営
業
所
を
置

く
路
線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
事

業
者
に
対
し
、
燃
料
油
脂
費

高
騰
分
の
一
部
を
助
成
し
た
。

ま
た
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変

化
や
技
術
革
新
等
に
対
応
す

る
た
め
、
市
総
合
交
通
計
画

推
進
協
議
会
で
の
議
論
等
も

踏
ま
え
、
６
年
度
改
定
予
定

の
市
総
合
交
通
計
画
で
、
市

の
関
わ
り
方
を
示
し
て
い
く
。

質
問

地
域
生
活
に
お
け
る

障
害
者
等
の
円
滑
な
移
動
を

支
援
す
る
た
め
に
市
の
委
託

事
業
者
が
派
遣
す
る
ガ
イ
ド

ヘ
ル
パ
ー
の
報
酬
単
価
は
、

１
時
間
当
た
り
１
８
０
０
円

と
い
う
。
外
出
先
で
の
ト
イ

レ
や
食
事
の
介
助
等
、
居
宅

介
護
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と

同
様
の
支
援
を
提
供
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
随
分
低

く
感
じ
る
が
、
市
は
報
酬
を

見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
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こ
れ
ま
で
も
国
の
障

害
者
サ
ー
ビ
ス
等
の
報
酬
単

価
の
改
定
や
社
会
情
勢
等
に

鑑
み
見
直
し
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
、
移
動
支
援
事
業
の
ニ

ー
ズ
や
人
材
確
保
の
状
況
を

見
極
め
つ
つ
、
他
市
の
状
況

も
考
慮
し
な
が
ら
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

学
校
プ
ー
ル
の
集
約
化
な
ど

効
果
的
な
取
組
を

質
問

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
や
費
用
対
効
果
の
観
点

か
ら
、
小
学
校
の
水
泳
授
業

に
お
い
て
民
間
施
設
の
利
用

を
開
始
し
た
こ
と
は
一
定
評

価
す
る
が
、
未
実
施
校
と
の

間
で
差
が
生
じ
て
い
る
。
全

児
童
が
公
平
に
高
度
な
指
導

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
新
た

な
ハ
ー
ド
整
備
等
も
視
野
に

入
れ
た
年
次
計
画
を
早
期
に

策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
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プ
ー
ル
に
不
具
合
の

あ
る
学
校
等
を
優
先
的
に
民

活
事
業
を
開
始
し
た
。
学
校

プ
ー
ル
の
維
持
改
修
費
削
減

の
視
点
も
踏
ま
え
、
５
年
度

内
を
め
ど
に
新
た
な
受
入
れ

枠
の
確
保
等
に
つ
い
て
の
考

え
方
を
整
理
す
る
。

要
望
等

屋
内
プ
ー
ル
を
各

地
域
に
設
置
し
て
授
業
を
委

託
し
、
学
校
プ
ー
ル
の
集
約

化
を
進
め
る
な
ど
の
取
組
も

効
果
的
で
あ
る
と
意
見
す
る
。

成年後見制度
認
知
度
向
上
に
向
け
た

周
知
、啓
発
の
内
容
は

質
問

市
は
、
ひ
ら
か
た
権

利
擁
護
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

の
運
営
を
委
託
し
て
い
る
が
、

成
年
後
見
制
度
の
認
知
度
向

上
や
利
用
促
進
に
向
け
た
周

知
、
啓
発
の
内
容
を
聞
く
。

答
弁

同
セ
ン
タ
ー
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
作
成
し
て

公
共
施
設
等
へ
配
架
し
た
ほ

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
設

し
、
成
年
後
見
制
度
の
概
要

や
市
民
後
見
人
の
活
動
内
容

等
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
た
。

民間施設を利用して実施した水泳授業の
様子 家庭児童相談で使用するプレイルーム

質
問

認
知
症
フ
レ
ン
ド
リ

ー
キ
ッ
ズ
授
業
に
つ
い
て
、

４
年
度
の
授
業
内
容
を
聞
く
。

答
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同
授
業
は
、
小
学
生

が
対
象
で
、
認
知
症
の
基
礎

知
識
を
学
び
、
Ｖ
Ｒ
で
認
知

症
の
人
が
見
え
る
世
界
を
疑

似
体
験
す
る
こ
と
で
、
認
知

症
を
正
し
く
理
解
し
、
共
生

社
会
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
４
年
度
は
５
年

生
１
７
９
人
が
体
験
し
た
。

要
望
等

認
知
症
の
当
事
者

が
地
域
社
会
で
生
活
を
営
む

た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
市

民
や
子
ど
も
た
ち
の
理
解
と

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て

も
ら
う
機
会
が
必
要
で
あ
り
、

引
き
続
き
同
授
業
に
取
り
組

む
こ
と
を
要
望
す
る
。

未
来
の
枚
方
を
担
う
若
者
へ

今
後
も
市
内
就
職
支
援
を

質
問

市
内
企
業
若
者
雇
用

推
進
事
業
委
託
料
に
関
し
、

事
業
概
要
と
４
年
度
の
就
職

者
数
に
つ
い
て
聞
く
。

答
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同
事
業
は
、
市
内
中

小
企
業
の
人
材
確
保
と
若
年

求
職
者
の
安
定
雇
用
を
図
る

た
め
、
市
内
企
業
へ
の
就
職

意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、

４
年
度
の
市
内
企
業
へ
の
就

職
者
数
は
過
去
最
高
の
１９
人

と
な
っ
た
。

要
望
等

同
事
業
は
、
定
住

促
進
や
地
域
産
業
の
振
興
に

関
わ
る
基
礎
的
か
つ
重
要
な

取
組
と
認
識
し
て
い
る
。
引

き
続
き
、
未
来
の
枚
方
を
担

う
若
者
の
市
内
企
業
へ
の
就

職
支
援
を
要
望
す
る
。

簡
単
に
最
新
の
防
災
情
報
へ

ア
ク
セ
ス
で
き
る
機
会
を

質
問

４
年
度
の
防
災
ガ
イ

ド
印
刷
部
数
は
転
入
者
分
の

み
と
い
う
が
、
ど
の
よ
う
な

情
報
が
変
更
と
な
れ
ば
全
戸

配
布
が
必
要
に
な
る
と
考
え

る
の
か
、
基
準
を
聞
く
。

答
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浸
水
想
定
区
域
の
変

更
や
避
難
情
報
の
発
令
基
準

の
変
更
な
ど
、
多
数
の
市
民

の
避
難
行
動
に
影
響
の
あ
る

防
災
情
報
に
変
更
が
生
じ
た

場
合
は
全
戸
配
布
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

要
望
等

災
害
か
ら
市
民
を

守
る
た
め
に
重
要
な
同
ガ
イ

ド
を
全
戸
配
布
し
な
い
場
合

で
も
、
市
民
が
最
新
の
防
災

情
報
に
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
機
会
を
継
続
し
て
作
る

よ
う
要
望
す
る
。

質
問

介
護
認
定
の
申
請
か

ら
判
定
結
果
通
知
ま
で
の
期

間
は
、介
護
保
険
法
に
よ
り
、

原
則
は
３０
日
以
内
だ
が
、
４

年
度
の
平
均
日
数
が
３６
・
７

日
と
な
っ
た
要
因
を
聞
く
。

答
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事
務
の
効
率
化
を
図

っ
た
が
、
調
査
対
象
者
の
体

調
や
感
染
症
へ
の
対
応
等
の

影
響
が
あ
り
、
認
定
に
時
間

を
要
し
た
。
今
後
も
対
応
策

を
検
討
し
、
所
定
の
期
間
内

の
処
理
に
向
け
取
り
組
む
。

要
望
等

本
市
の
介
護
認
定

調
査
委
託
料
の
単
価
が
近
隣

市
よ
り
低
い
た
め
、
事
業
所

が
単
価
の
高
い
他
市
の
調
査

を
優
先
す
る
こ
と
を
危
惧
す

る
。
認
定
調
査
が
進
ま
な
い

要
因
と
な
ら
な
い
よ
う
、
単

価
改
定
の
検
討
を
要
望
す
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

継
続
し
た
意
見
交
換
を

質
問

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
自
主
事
業
で
あ
る
遊

休
地
活
用
事
業
に
対
す
る
補

助
金
の
内
訳
に
つ
い
て
聞
く
。

答
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高
床
式
砂
栽
培
農
業

施
設
の
開
設
準
備
に
係
る
土

地
・
地
質
調
査
や
整
地
等
の

委
託
費
、
備
品
等
購
入
費
と

し
て
約
２
９
０
万
円
を
補
助

し
た
。

要
望
等

同
セ
ン
タ
ー
は
、

ほ
か
に
生
活
援
助
訪
問
事
業

も
担
う
が
、
生
活
支
援
員
養

成
研
修
の
開
催
は
少
な
い
と

聞
く
。
市
は
、
同
セ
ン
タ
ー

が
生
活
支
援
員
不
足
等
の
課

題
を
解
決
し
得
る
重
要
な
機

関
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、

意
見
交
換
を
継
続
し
て
重
ね

て
い
く
よ
う
要
望
す
る
。

高
齢
者
居
場
所
の
参
加
者
へ

迅
速
な
ポ
イ
ン
ト
付
与
を

質
問

高
齢
者
お
出
か
け
推

進
事
業
に
お
け
る
高
齢
者
居

場
所
の
４
年
度
の
参
加
人
数
、

ひ
ら
か
た
ポ
イ
ン
ト
付
与
数
、

業
務
委
託
内
容
を
聞
く
。
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参
加
人
数
は
１
２
６

９
人
で
同
ポ
イ
ン
ト
付
与
数

は
約
１４
万
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

ま
た
、
各
居
場
所
で
取
り
ま

と
め
た
参
加
者
受
付
か
ら
付

与
リ
ス
ト
作
成
な
ど
、
市
へ

の
報
告
等
に
係
る
業
務
を
市

内
１３
か
所
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
委
託
し
て
い
る
。

要
望
等

同
事
業
の
事
務
を

効
率
化
し
、
迅
速
に
ポ
イ
ン

ト
付
与
を
行
え
ば
参
加
者
の

増
加
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

仕
組
み
の
改
善
を
要
望
す
る
。

認知症フレンドリーキッズ授業の様子高床式砂栽培農業施設

厳
し
さ
を
増
す
財
政
状
況

健
全
な
運
営
の
維
持
を

勝
山
武
彦

分
林
義
一

泉

大
介

田
中
優
子

一
般
会
計
と
各
特
別
会
計

を
合
わ
せ
た
令
和
４
年
度
の

決
算
は
、
実
質
収
支
、
単
年

度
収
支
と
も
に
黒
字
と
な
っ

た
。
一
般
会
計
で
は
、
歳
入

で
国
庫
支
出
金
や
市
債
が
前

年
度
に
比
べ
減
少
し
た
も
の

の
、
歳
出
で
の
事
業
経
費
や

補
助
費
等
の
減
少
な
ど
に
よ

り
、
単
年
度
収
支
は
黒
字
と

な
っ
て
い
る
。

市
税
収
入
は
増
加
し
た
が
、

今
後
、
納
税
義
務
者
の
減
少

や
社
会
情
勢
の
影
響
を
考
慮

す
る
と
大
幅
な
増
加
は
見
込

め
な
い
状
況
で
あ
る
。

一
方
で
、
社
会
保
障
関
連

経
費
の
増
大
に
加
え
、
市
駅

周
辺
再
整
備
事
業
な
ど
の
大

規
模
事
業
が
進
む
中
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
対
策
に

係
る
経
費
や
物
価
高
騰
等
に

よ
る
経
費
の
増
加
な
ど
、
財

政
状
況
は
よ
り
一
層
厳
し
さ

を
増
す
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
収
支
均
衡
を
基

本
と
し
た
財
政
運
営
が
求
め

ら
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
将

来
に
わ
た
り
健
全
な
財
政
運

営
を
維
持
す
る
た
め
、
1
引

き
続
き
同
感
染
症
や
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
等
の
影
響
を

受
け
て
い
る
市
民
等
の
実
情

に
合
わ
せ
た
必
要
な
支
援
の

実
施
、
2
長
期
の
収
支
見
通

し
を
行
っ
た
上
で
の
将
来
負

担
に
十
分
留
意
し
た
投
資
的

事
業
の
実
施
や
見
直
し
、
3

最
適
な
施
設
配
置
の
実
現
に

向
け
た
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
推
進
、
4
行
財
政
改

革
プ
ラ
ン
２
０
２
０
の
総
括

と
、
さ
ら
な
る
行
政
改
革
の

着
実
な
推
進
、
ま
た
、
新
た

な
施
策
を
実
施
す
る
際
の
必

要
性
に
つ
い
て
の
十
分
な
考

慮
、
5
財
政
調
整
基
金
等
へ

の
計
画
的
な
積
立
て
な
ど
を

要
望
す
る
。

質
問

市
の
設
置
す
る
附
属

機
関
等
の
う
ち
、
市
民
団
体

の
代
表
や
公
募
委
員
が
参
画

す
る
同
機
関
の
割
合
を
聞
く
。
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附
属
機
関
に
は
、
不

服
申
立
て
等
の
処
理
や
事
業

者
の
評
価
、
選
定
な
ど
、
専

門
的
知
識
が
求
め
ら
れ
る
も

の
も
あ
り
、
市
民
団
体
代
表

者
や
公
募
の
市
民
の
委
員
を

含
む
も
の
は
約
３
割
で
あ
る
。

要
望
等

第
三
者
的
な
機
関

で
あ
る
審
議
会
等
の
附
属
機

関
で
も
、市
民
の
声
を
し
っ
か

り
と
聞
く
姿
勢
が
重
要
で
あ

る
。
市
民
委
員
の
必
要
性
の

判
断
は
、各
担
当
課
に
加
え
、

統
括
担
当
課
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
推
進
課
で
も
確
認
し
、

検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

フ リ ー
スクール
通
う
子
ど
も
に

学
び
の
保
障
を

質
問

不
登
校
児
童
・
生
徒

が
増
加
す
る
中
、
子
ど
も
た

ち
の
多
様
な
学
び
の
機
会
の

拡
大
が
必
要
で
あ
る
。
適
応

指
導
教
室
ル
ポ
の
取
組
実
績

と
今
後
の
取
組
を
聞
く
。
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キ
ャ
ン
プ
活
動
や
ウ

オ
ー
ク
ラ
リ
ー
等
の
体
験
活

動
や
、
訪
問
指
導
な
ど
を
行

っ
た
。
ま
た
、
ル
ポ
で
の
支

援
に
加
え
、
民
間
の
ｅ
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
活
用
や
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
交
流
等
、
子
ど
も

た
ち
が
社
会
に
つ
な
が
る
機

会
を
創
出
し
、
様
々
な
学
び

の
場
や
居
場
所
に
つ
な
が
る

取
組
を
進
め
て
い
る
。

要
望
等

誰
一
人
取
り
残
さ

れ
な
い
学
び
の
保
障
と
し
て
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
う
子

ど
も
へ
の
支
援
も
要
望
す
る
。

市駅周辺
再 整 備
経
済
効
果
の
前
提
と

事
業
内
容
の
再
検
討
を

質
問

市
駅
周
辺
再
整
備
の

経
済
波
及
効
果
は
、
市
域
全

体
へ
の
広
が
り
や
、
東
部
地

域
等
か
ら
市
駅
へ
向
か
う
人

の
流
れ
を
前
提
に
す
る
も
の

と
な
る
。
そ
れ
に
は
、
市
内

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

維
持
が
必
要
だ
が
、
そ
の
継

続
性
を
ど
う
見
込
ん
だ
の
か
。
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市
駅
の
駅
前
広
場
拡

充
や
、
市
内
道
路
網
の
構
築

等
を
図
る
事
で
交
通
機
能
が

持
続
さ
れ
る
事
を
前
提
に
同

効
果
の
算
出
を
得
て
い
る
。

要
望
等

人
口
減
少
で
交
通

網
衰
退
が
懸
念
さ
れ
る
中
、公

共
交
通
の
維
持
は
難
し
い
。同

効
果
を
再
検
討
し
、
再
整
備

を
考
え
直
す
よ
う
要
望
す
る
。

委
員
の
意
見
を
踏
ま
え

安
定
し
た
財
政
基
盤
を

決
算
特
別
委
員
長

お
お
じ

ま
さ
ひ
ろ

大
地

正
広

本
特
別
委
員
会
で
は
、５

日
間
に
わ
た
り
各
委
員
か

ら
熱
心
な
質
疑
が
行
わ
れ
、

多
く
の
有
意
義
な
意
見
や

提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
数
々
の
意
見

や
提
言
を
踏
ま
え
る
と
と

も
に
、
今
後
も
安
定
し
た

財
政
基
盤
の
確
立
に
努
め

る
よ
う
、
本
市
に
強
く
要

望
し
ま
す
。

〈
委
員
長
の
主
な
経
歴
〉

平
成
２３
年
初
当
選
、
現

在
４
期
目
、
公
明
党
議
員

団
所
属
、
６２
歳
、
第
７４
代

副
議
長
、
監
査
委
員
等
を

歴
任
。

適応指導教室ルポにおける学びの様子

市
民
の
負
担
に
つ
な
が
る

３
会
計
の
認
定
に
反
対

堤
委
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
最
前
線
で
保
健
所
機
能

の
維
持
強
化
等
に
尽
力
し
た

職
員
や
医
療
関
係
者
等
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
物
価
高

騰
等
に
対
し
、
市
独
自
の
水

道
基
本
料
金
の
減
免
な
ど
、

市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
施

策
を
実
施
し
た
こ
と
は
評
価

す
る
が
、
普
通
会
計
の
基
金

残
高
は
増
加
し
て
い
る
た
め
、

ほ
か
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ

っ
た
と
考
え
る
。

一
般
会
計
は
1
庁
舎
移
転

条
例
案
が
否
決
さ
れ
て
も
推

し
進
め
る
市
駅
周
辺
再
整
備
、

2
本
人
同
意
の
な
い
自
衛
隊

へ
の
名
簿
提
供
、
3
十
分
な

審
議
も
な
く
支
援
教
育
の
方

針
を
変
更
し
よ
う
と
し
た
こ

と
、
4
人
員
不
足
の
中
で
民

営
化
へ
の
引
継
ぎ
を
行
っ
た

こ
と
に
よ
る
留
守
家
庭
児
童

会
室
の
混
乱
、
5
民
営
化
推

進
の
一
方
、
保
育
所
不
足
で

発
生
し
た
待
機
児
童
、
6
市

職
員
団
体
に
対
す
る
不
当
労

働
行
為
と
、
同
行
為
に
対
す

る
意
識
の
欠
如
が
も
た
ら
す

市
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
機
能

の
低
下
な
ど
の
問
題
点
が
あ

り
、決
算
認
定
に
反
対
す
る
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
は
ほ
と
ん
ど
の
世
帯

で
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

は
一
定
以
上
の
所
得
の
高
齢

者
の
窓
口
負
担
が
引
き
上
げ

ら
れ
た
た
め
、
両
特
別
会
計

の
決
算
認
定
に
反
対
す
る
。

な
お
、
そ
の
他
の
会
計
の

決
算
認
定
等
に
賛
成
す
る
。

財
政
運
営
の
安
定
維
持
求
め

全
会
計
の
認
定
等
に
賛
成

田
口
委
員

物
価
高
騰
等
の

影
響
で
経
費
が
増
え
る
厳
し

い
状
況
で
も
一
定
健
全
な
財

政
運
営
が
う
か
が
え
る
た
め
、

総
合
的
に
判
断
し
て
全
会
計

の
決
算
認
定
等
に
賛
成
す
る
。

ま
た
、市
民
生
活
を
守
る
た

め
コ
ロ
ナ
禍
で
尽
力
し
た
職

員
に
心
よ
り
感
謝
す
る
と
こ

ろ
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
抜
け

社
会
経
済
活
動
が
回
復
し
つ

つ
あ
る
一
方
、
少
子
・
高
齢

化
に
伴
う
納
税
者
の
減
少
等

で
市
税
収
入
の
大
幅
増
は
見

込
め
ず
、
市
駅
周
辺
再
整
備

や
学
校
給
食
費
無
償
化
等
に

よ
る
財
政
負
担
増
も
想
定
さ

れ
る
。
そ
こ
で
、
安
定
し
た

財
政
運
営
の
維
持
と
市
民
サ

ー
ビ
ス
拡
充
の
た
め
、
行
政

改
革
推
進
等
に
よ
る
財
源
確

保
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お

け
る
市
民
や
事
業
者
へ
の
経

済
支
援
等
の
充
実
を
求
め
る
。

個
別
の
施
策
で
は
、
1
創

業
し
や
す
い
環
境
の
整
備
等

に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
、

2
小
学
校
水
泳
授
業
に
お
け

る
民
間
活
用
の
推
進
、
3
業

務
支
援
員
の
配
置
に
よ
る
教

員
の
負
担
軽
減
、
4
不
登
校

児
童
・
生
徒
へ
の
効
果
的
な

支
援
、
5
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
よ

る
保
育
現
場
の
負
担
軽
減
等
、

6
高
齢
者
や
障
害
者
の
移
動

支
援
、
7
都
市
計
画
道
路
等

の
整
備
推
進
、
8
公
共
交
通

の
維
持
と
環
境
改
善
、
9
Ｄ

Ｘ（
＊
６
）推
進
に
よ
る
市
役

所
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
、
10
市

立
ひ
ら
か
た
病
院
の
経
営
改

善
な
ど
を
要
望
す
る
。

※ 質問の内容について、各議員が３項目を選定の上、要約して掲載しています（そのため、実際の発言口調とは異なる場合があります）。
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年年

各各
会会
派派

自自由由民民主主党党議議員員団団明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
は
、
私
た
ち
自
由
民

主
党
議
員
団
に
対
し
ま
し
て

御
支
援
、
御
理
解
を
賜
り
、

心
か
ら
深
く
感
謝
し
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
末
か
ら
前
田
富
枝
、

長
友
克
由
両
議
員
を
加
え
、

新
生
自
由
民
主
党
議
員
団
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
、市
税
収
入
の
大

幅
な
増
加
が
見
込
め
な
い
厳

し
い
状
況
を
踏
ま
え
、国
や
府

に
も
協
力
を
求
め
な
が
ら
、実

効
性
の
あ
る
防
災
施
策
、
福

祉
の
充
実
な
ど
、「
市
民
の
生

命
、
財
産
を
守
る
」
と
い
う

自
治
体
本
来
の
使
命
を
念
頭

に
、日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
、
よ

り
よ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
、
無
駄
の
撲
滅
、
教
育
改

革
な
ど
、
自
治
体
間
競
争
に

勝
て
る
枚
方
市
を
目
指
し
、

具
体
的
に
政
策
提
案
を
行
い
、

実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
一
層
の
御
指

導
、
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

日日本本共共産産党党議議員員団団明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ
り
日

本
共
産
党
議
員
団
へ
の
御
支

援
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

長
期
の
経
済
低
迷
と
物
価

高
騰
に
加
え
、
増
税
と
社
会

保
障
の
負
担
増
が
市
民
に
襲

い
か
か
っ
て
い
ま
す
。
水
道

料
金
の
減
免
制
度
や
小
規
模

事
業
者
へ
の
緊
急
支
援
金
な

ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、

さ
ら
な
る
支
援
が
必
要
で
す
。

現
在
、市
役
所
移
転
を
含
む

市
駅
周
辺
再
整
備
事
業
に
対

し
て
「
開
発
の
見
直
し
を
」、

「
市
役
所
は
現
地
建
て
替
え

を
」
と
い
っ
た
市
民
の
運
動

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

大
型
開
発
を
見
直
し
、
子

育
て
や
教
育
の
充
実
、
公
共

交
通
運
賃
助
成
等
の
外
出
支

援
の
実
現
、
気
候
変
動
対
策

を
進
め
、
地
域
経
済
を
活
性

化
さ
せ
る
な
ど
、
ど
の
世
代

も
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
の
た
め
奮
闘
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
１０
月
、
伏
見

市
長
に
対
し
、
公
職
選
挙
法

違
反
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
し

て
、
市
議
会
は
賛
成
多
数
で

「
問
責
決
議
」
を
可
決
し
ま

し
た
。
政
治
倫
理
条
例
の
制

定
と
、
清
潔
で
公
正
な
市
政

を
求
め
て
頑
張
り
ま
す
。

提案力、実現力で
皆様の暮らしを守ります

どの世代も安心して
住み続けられるまちへ

た ぐち よしのり

田口 敬規
まえ だ とみ え

前田 富枝
つつみ さち こ

堤 幸子
ひろ せ

広瀬ひとみ

ながとも かつよし

長友 克由
まつもと ゆうすけ

松本 佑介
まつおか

松岡ちひろ
み わ ともゆき

三和 智之

新新
年年
のの
抱抱
負負

大大阪阪維維新新のの会会枚枚方方市市議議会会議議員員団団 連連 合合 市市 民民 のの 会会
改革と成長で
住民サービス向上を図ります

皆様と共に
市民福祉の最大化へか じ や ともひろ

鍜治谷知宏
の むら いく よ

野村 生代

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
素
は
、
大

阪
維
新
の
会
枚
方
市
議
会
議

員
団
に
対
し
御
支
援
を
賜
り
、

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
か
ら
新
任
期
が
ス
タ

ー
ト
し
、
１０
名
の
会
派
と
な

り
ま
し
た
。
皆
様
の
御
期
待

に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
市
民
に
寄
り
添
っ
た

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
は
、
物
価
高
騰
の
影

響
が
暮
ら
し
や
経
済
を
直
撃

す
る
中
、
市
に
対
し
積
極
的

に
提
案
を
行
い
、
支
援
策
の

実
現
に
つ
な
げ
て
き
ま
し
た
。

本
年
も
、
持
続
可
能
な
地

域
社
会
を
目
指
し
、
行
財
政

改
革
の
推
進
な
ど
、
財
源
確

保
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

ま
ち
の
発
展
に
つ
な
が
る
市

駅
周
辺
再
整
備
や
京
阪
本
線

連
続
立
体
交
差
事
業
な
ど
を

着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
対
応
を
は
じ

め
、
教
育
・
子
育
て
支
援
や

福
祉
等
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
、
地
域
資
源
を
生
か
し

た
に
ぎ
わ
い
創
出
、
産
業
活

性
化
な
ど
、
成
長
戦
略
の
推

進
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
本
年
が
皆
様
に

と
り
ま
し
て
、
よ
り
よ
き
年

と
な
り
ま
す
よ
う
御
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
は
、
私
た
ち
連
合
市

民
の
会
に
対
し
御
支
援
、
御

理
解
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
長
き
に
わ
た
る
円

安
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
影

響
に
よ
る
物
価
高
騰
が
市
民

生
活
、
事
業
活
動
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
中
、
誰
も
が

安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ

う
、
私
た
ち
は
、
生
活
者
、

労
働
者
の
視
点
に
立
っ
て
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
、
か
つ

丁
寧
に
、
必
要
な
施
策
の
推

進
に
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様

と
共
に
考
え
て
い
く
姿
勢
で
、

求
め
ら
れ
る
優
先
順
位
を
明

ら
か
に
し
、
市
民
福
祉
の
推

進
が
最
大
限
に
図
ら
れ
る
政

策
展
開
を
行
う
と
と
も
に
、

一
人
一
人
の
権
利
が
保
障
さ

れ
、笑
顔
あ
ふ
れ
る
安
全
、安

心
な
枚
方
市
を
目
指
し
ま
す
。

そ
し
て
、
誰
一
人
取
り
残

さ
れ
な
い
、
活
力
あ
る
共
生

社
会
の
実
現
、
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
に
向
け
た
政
策

展
開
を
推
し
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

本
年
も
引
き
続
き
の
御
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

こ いけ あき こ

小池 晶子
かどかわ ひろゆき

門川 紘幸
や お よしゆき

八尾 善之
おく の み か

奥野 美佳

いずみ だいすけ

泉 大介
おかいちえい じ ろう

岡市栄次郎
ばんしょう てるひと

番匠 映仁
おお つ ま さ き

大津真沙樹

せの お まさのぶ

妹尾 正信
おおはま ようすけ

大濱 暢祐

公公 明明 党党 議議 員員 団団明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ
り
、

私
た
ち
公
明
党
議
員
団
に
対

し
て
御
支
援
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類
移
行

に
よ
り
、
経
済
社
会
活
動
の

正
常
化
が
進
む
一
方
、電
気
、

ガ
ス
等
の
料
金
や
ガ
ソ
リ
ン
、

食
料
品
等
の
価
格
高
騰
が
続

き
、
市
民
生
活
に
深
刻
な
影

響
を
与
え
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
私
た
ち

は
、
水
道
基
本
料
金
等
の
減

免
や
省
エ
ネ
家
電
へ
の
買
換

え
促
進
、
小
規
模
事
業
者
へ

の
支
援
金
給
付
な
ど
、
国
の

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
等
を

活
用
し
た
様
々
な
物
価
高
騰

対
策
を
市
に
対
し
て
強
く
提

案
し
、実
現
し
て
き
ま
し
た
。

本
年
も
、
ま
ず
は
現
下
の

物
価
高
騰
に
的
確
に
対
応
し
、

少
子
化
、
人
口
減
少
を
見
据

え
た
新
た
な
子
ど
も
・
子
育

て
施
策
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
施
策
の
さ
ら
な

る
充
実
に
力
を
入
れ
、
「
全

て
の
世
代
の
皆
様
が
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
枚
方
市
」
を

実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
御
支
援
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

さ た み

佐田あゆ美
し ほ なお や

志甫 直哉
たか の ひさのり

高野 寿陛

全ての世代がいきいきと
暮らせるまちを実現します

命命をを守守るる政政治治のの会会

に ふ まこ と

丹生 真人
おお じ まさひろ

大地 正広
ふじ た ゆきひさ

藤田 幸久
うるしはら ちかよし

漆原 周義

た なか ゆう こ

田中 優子
いちはら あけ み

一原 明美
ち ば まさひと

千葉 雅民
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
号
で
は
、
議
長
、
副
議

長
の
新
年
の
挨
拶
を
は
じ
め
、
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
大
賞
で
優
秀
躍
進
賞
を
受

賞
し
た
情
報
発
信
の
取
組
、
決
算
特

別
委
員
会
で
の
審
査
な
ど
を
掲
載
し

ま
し
た
。

枚
方
市
議
会
報
は
、
各
会
派
か
ら

選
出
し
た
委
員
で
構
成
す
る
議
会
広

報
委
員
会
で
協
議
、
決
定
し
た
編
集

基
準
に
基
づ
き
編
集
し
て
い
ま
す
。

本
年
も
、
創
意
工
夫
を
心
が
け
、

皆
様
に
親
し
ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ク
オ
カ
ー
ド
が
当
た
る
ク

た
ん
き
ゅ
う

イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
「
ぎ
か
い
探
Ｑ
」

（
１
面
参
照
）
に
御
応
募
い
た
だ
き
、

御
意
見
、
御
感
想
を
市
議
会
事
務
局

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

本
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸

多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長
…

藤
田

幸
久

副
委
員
長
…

八
尾

善
之

委

員
…

松
本

佑
介
、

三
和

智
之
、
大
津
真
沙
樹
、

小
池

晶
子
、
峠

賢
一

ひがし み な こ

東 実名子
とうげ けんいち

峠 賢一

各会派の新年の抱負は結成順に掲載しています。

枚方市議会報は、再生紙（古紙７０％）を使用しています。
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